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1. 本 吉志は ､物 性 物 理 の 研 究 を共 同 で 促 進 す る た め ､ 研 究 者 が そ
の 研 究 意 見 を 自 由 に発 表 し言寸諭 しあ い ､ ま た ､ 研 究 に関 連 した
一情事良を速 や か に交 換 し あ う こ と を 目的 と して ､ 毎 月 1回 編 集 ･
刊 行 され ます o 掲 載 内 容 は ､ 研 琴 論 文 ､ 研 究 会 ･国 際 会 議 な ど
の 報 告 ､ 講 義 ノ ー ト､ 研 究 に関 連 した 諸 問 鱒 につ い て の 意 見 ､
J情事臣な どてらす 0
2. 本 吉志に掲 載 さ れ る論 文 につ い て は ､ 原 則 と して 審 査 は 行 な い
ませ ん ｡ 但 し､ 編 集 者 が本 吉志に掲 載 す る こ と を著 し く不 適 当 と
認 め た もの につ い て は ､ 改 貢丁を求 め ､ ま た は 掲 載 を拒 絶 す る こ
と 75,hあ .り ま す ｡
3. 本 言志の 掲 載 論 文 を他 の 学 術 雑 誌 に引 用 す る と き は ､ 著 者 の 寮
.諸 を得 た 上 で Privatecommunication扱 い に して 下 さ い ○
投 稿 規 定
1. 雑 誌 の ペ ージ数を妻
しゝ ○
するた{め原稿は極 力筒 音繁 に お 書 きTFさ
2. 原 稿 は 4 0 0字 言吉原 稿 用 紙 を使 用 して 下 さ い ｡
3. 数 式 ､ 言己号 の 書 き方 は Progress, Journal の 投 稿 規 定 に
準 じ､ ミス ウ写リ ン トが 生 じ を い よ う に適 当 を処 置 を と っ て 下 さ一
㌧ヽ o
｣ニッ キ ､ 下 ツ 弁 は特 に紛 わ しい も の の み を才旨定 して 下 さ い O
英 字 の 大 ､ 花 文 字 ､ ギ リ シ ャの 手旨走 を忘 れ を い よ う に ､ O と a
と 0(ゼ ロ )､u と n と r､C と e､l(エ ル )と 1(イ チ )､X と×
(カ ケリレ)､u と V等 が 一 番 間 違 い や す い ｡
4. 数 式 は 3行 に わ た っ て 大 き く書 い て 下 さ い ｡
5. 1行 以 内 に お さ ま ら を い可 能 一隆 の あ る長 い 数 式 等 は必 ず 改 行
の 際 の 切 れ 目 を赤 で 手旨走 してぐ?下さ い t,
6. 図 の 縮 尺 ､ 拡 大 は 致 しませ ん ｡ 1頁 以 内 に人 ら を い 図
と して 著 者 に返 送 し､ 書 き改 め て い た だ き ます ｡
7. 投 稿 後 の 原 稿 の 言丁正 はで き るだ け さ け る よ うに して 下 さい ｡
8. 別 刷 は原 則 と して 作 り ま せ ん ｡ ど う して も別 刷 が 入 用 を場 合
は ､ 投 稿 の 際 に所 要 部 数 を10部 単 位 で 申 込 ん で 下 さ い ｡ 別 刷 代
は 下 言己方 式 に よ り､ 現 金 で納 入 して い た だ き ます ｡
(郵 券 に よ る受 付 は い た しませ ん ｡)
p :物 研 出 来 上 り真 数
Ⅹ :別 席rJ所 要 普β数
a :別 席tJl頁 の 代 金 3円
b :聾圭本 代 (別 刷 1部 につ き) 30円
別 刷 代 =-(ap+ b)Ⅹ+送 料
別 刷 代 金 は別 刷 を受 取 っ て か ら､ 1ケ 月 以 内 に糸内め て 下 か い｡
そ れ よ り遅 れ た場 合 に は遅 滞 追 徴 金 を喜寿求 され る こ と が あ り ま
す か ら､ 御 注 意 下 さい ｡
9. 原 稿 締 切 日 は 毎 月20日で 原 則 と して 次 月 発 行 誌 に掲 載 され ま
す ｡
p.
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世 話 人 桧 原 武 生








幾多の問題があり,最近になって漸 くそ の研 究 が活潜化 して きた｡
この機会にこれらの問題に強い関心 をもつ研 究 者 が集 って研 究成 果 の発表,
研究意見の交換,討論を行ない今後の研 究 方 向 も見定 めて行 き た い｡


















6.世話人 :森 肇,松田博嗣,小川 泰











基 研 教 授 公 募 /
京都大学基礎物理学研究所




(2)専 門 分 野 :広い意味での物性論 (生物物理学,核物性なども除外されませんi')
(3)着任希望時期 :できるだけ早い時期に着任されることを希望します｡
(4)提 出 書 類 : y) 応募の場合 履歴書,発表藤文 リス ト,着任可能時期
(｡) 推薦の場合 推薦書,略歴,着任可能時期
(5)帝 切 :1972年 10月 16日(月) 必着
(6)選 考 機 関 :基研運営委員会 (10月未開催予定 )











教 授 松 田 博 嗣
,同講座教官構成 助教授 (目下公募中)
助 手 2名中 1名は人事進行中
＼ 1名は現在欠員中







4.提 出 書 類
a)応募の場合
履歴書,研究業績 リスト,主な轟文の別刷,過去 ･現在 ･将来の研究に関する解
説および見解i
b)推薦の場合
推薦者,履歴書 (略歴 ),研究歴 (研究の解説を含む ),主要業績 リスト(タイ
プ印字を望む ),ほかにできれば主な論文の別刷｡







委員長 栓 田 博 嗣









刻に財政を検討するとい う苦 しみからはしばらく開放 されそ うです｡
物 性 研 究
第 18巻 第 5号
1972年 8月20日 発 行
発行人 栓 田 博 嗣
京都市左京区北白川追分町
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